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BASF、脱脂用薬品ノニルフェノールエトキシレートの代替品「オイザポン」の売れ行きが好調 

低い環境への負荷と経済性が高い評価 
 

Ø 欧州連合（EU）、2005年 1月からノニルフェノールエトキシレートの規制を施行 
Ø 「オイザポン」（「Eusapon® OD」）、発売後 1年間で1,000トン以上を全世
界で販売 

 

BASF（本社：ドイツ ルートヴィッヒスハーフェン）の脱脂用薬品ノニルフェノールエトキシレー
トの代替品「オイザポン」（「Eusapon® OD」）の売上が好調です。発売後の 1年間で1,000ト
ン以上を全世界に販売しました。 
 
オイザポンの好調な売上の背景には、界面活性剤ノニルフェノールエトキシレートの販売・使
用を禁止する欧州理事会指令 2003/53/ECに基づく規制が 2005年 1月 17日に施行され
たことが挙げられます。 
 
この規制によるさまざまな産業分野への影響がある中で、特に大きく影響を受けるのは皮革
業界です。BASFでは、ノニルフェノールエトキシレートの代替製品の開発に早期から取り組
み、2003年 10月、オイザポンを発売しました。これまで、ノニルフェノールエトキシレートは非
常に安価なため、皮革加工業界には不可欠な薬品だと考えられていましたが、1月からの規
制を機に、ノニルフェノールエトキシレートに取って代わる商品が必要とされてきました。BASF
のオイザポンは、環境に優しいと同時に経済的であるため、ノニルフェノールエトキシレートの
代替品を求める皮革加工業者のニーズに応えた商品といえます。 
 
ノニルフェノールの販売･使用が禁止されたのは欧州のみですが、欧州以外からも問い合わ
せが相次いでいます。日本では 2004年から、オイザポンの商品名で販売を開始しておりま
す。 
 

【ご参考】 

ノニルフェノールエトキシレートとは 

界面活性剤の一つで、皮革の脱脂用薬品として広く使われています。ビームハウス準備工程
のソーキング、ライミング、デライミング工程で応用されています。 
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■BASFの高機能製品部門について 
高機能製品部門では、皮革業界や毛皮業界がなめし加工や仕上げ加工で必要とするあ
らゆる皮革関連化学品を取り扱っています。世界各国で製造及びマーケティング活動を
行っており、この分野のリーディングサプライヤーです。製品の詳細については、
www.basf.com/leatherをご覧ください。 
 

■BASFについて 
BASF（ビーエーエスエフ）は、世界の化学業界のリーディング・カンパニーです。同社の
目標は、収益性の拡大と企業価値のさらなる向上にあり、高度なシステム・ソリューション
と高品質な製品の提供を通じて顧客の更なる成功をサポートしています。BASF の製品
群は、化学品、プラスチック、高機能製品、農薬、ファインケミカルから原油や天然ガスに
至るまで多岐にわたり、さらに数々の新技術が、新たな市場への参入を可能にしていま
す。BASF は「持続可能な発展」の基本方針に則って企業活動を行っています。2003 年
度は約 330億ユーロ（約 420億ドル）の売上高を計上し、従業員数は世界で 8万 7,000
人です。BASF の株式はフランクフルト（BAS）、ロンドン（BFA）、ニューヨーク（BF）、パリ
（BA）、チューリッヒ（BAS）の各株式市場において取引されています。同社のインターネッ
トホームページアドレスは：www.basf.com です。BASF ジャパン（株）のインターネット
ホームページのアドレスは：www.basf-japan.co.jpです。 
 
■この件に関するお問合せ先 
BASFジャパン(株) コーポレート・コミュニケーションズ 田所 
TEL 03-3238-2341 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 


